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 松本市長の本年の取り組み（ＳＤＧｓのことですが） 

だったら他市にも負けないすばらしい取り組みですね。大いに供に協力したい

ですね。ところで 

・持続可能な地域社会とはどんな社会ですか。 

・２０５０年脱炭素社会とはどんな社会ですか。 

・ゼロカーボンシティ宣言とはどんな宣言ですか。などなど市民は理解してま

すか。詳細に詳しく丁寧に易しく説明がないと協力しようがないです。 

 ＳＤＧｓの関連と受けとめて提案します。 

１．ゼロカーボンシティ宣言書を全家庭に配布してはどうですか。 

２．持続可能な地域社会、脱炭素社会、ゼロカーボンシティ宣言に元づく市の

実施計画書を全家庭に配布してはどうですか。 

３．それぞれの計画書の完了は実績は何時が目標ですか。 

４．どんなに小さなことでも家庭、個人で協力できる項目を何百項目列記して

市民があゝこれなら私にもできると思うことをいくつでもアンケート式に市

の担当へ出させる。 

５．出した人には粗品をやってもいいですね。 

６．その出た項目に対して一年後でも、どれだけ実施できたかを提出してもら

う。又粗品をやる。 

７．その実績を集計して、こんなに多くの市民の協力でＳＤＧｓの成果があり

ましたと市民をたたえる。 

８．何の事業も市民中心に市民を称えることから始めましょう。 

９．家庭ゴミの内、ビニール類は青袋に分別してもらい市で回収して資源に再

活用しましょう。海の汚濁防止にもつながります。 

なんとしても行政が音頭をとらないとできません。市民を喜ばせて下さい。 

 

回   

答 

 

この度は、様々なご提案をいただきありがとうございます。 

ご承知のとおり、本市は２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロを目指す

自治体として、昨年１２月１３日に「ゼロカーボンシティ」を宣言しました。 

この目標を達成するためには、化石燃料に依存した現在の社会構造を変革

し、将来にわたって南島原市が美しく豊かな地域として存続していけるよう、

地域の脱炭素化を進めていく必要があるものと考えております。 

この取り組みを進めていくにあたっては、エネルギーの転換・削減に係る施

策をはじめ、市民や事業者の皆さまのご協力も必要不可欠でありますので、今

後、市全体としての認識共有（周知・啓発）を図りながら、効果的な施策展開



について検討してまいりたいと考えております。 

なお、今後の取組として、現時点で以下のとおり予定しておりますのでご紹

介します。 

 

・広報紙への記事掲載（令和４年４月予定） 

市民への周知・啓発として、ゼロカーボンシティ宣言等に関する記事 を掲

載します。 

・基礎調査及び計画策定（令和４年度～令和５年度予定） 

本市の二酸化炭素排出量などの基礎数値を調査した上で、脱炭素化に向けた

具体的な計画を策定します。 

・給食センターの生ごみの堆肥化（令和４年度～予定） 

生ごみの発酵・分解装置を導入し、給食センターの生ごみを堆肥化します。 

また、生成された堆肥は市内の学校で活用します。 

・衛生センターの廃熱再利用実証事業（令和３年度～） 

ごみ焼却に伴って発生する熱を、市内の施設で熱源として再利用する実証事

業を行います。（現在準備中） 

 

担当課 環境課 

 


